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　従来のいくつかの研究は、知的障害者の眼球運

動に種々の障害がみられることを指摘している。

その障害は、反射的眼球運動である前庭性眼振・

視運動性眼振（葉石・奥住・国分，19922）；葉石，

19964）；Kantner，　Clark，　Allen　and　Chase，19766）；

坂本・森田，197915）；Zee－chen　and　Hardman，

198319））から随意的眼球運動である滑動性眼球運

動・衝動性眼球運動（陳・片桐・松野，19801）；

Mayberry　and　Gilligan，198510）；三塚・鈴木・尾

崎，198211）；0℃onner　and　Berkson，196312）；高

橋・尾崎・鈴木，198716））にいたる眼球運動の諸

水準において認められるとされている。眼球運動

の測定・分析は神経学的診断に有用であることか

ら、医学領域においてそのメカニズムは詳細に解

明されており、主に脳の構造的障害を特定する手

段として活用されてきた。例えば神経耳科学領域

の平衡機能検査（日本平衡神経科学会，198614））

において眼球運動検査は重要な位置を占めてい

る。一方、当然のことながら眼球運動は生体の機

能を反映するものでもあり、運動の発現様相は生

体の心理諸過程を分析する上で重要な情報を提供

する。知的障害者の眼球運動の特徴に関する知見

は上述のように少しずつ蓄積されつつあるが、そ

こから知的障害者の心理機能の特徴を見出し、彼

らの心理発達に応じた援助方法を開発しようとす

る研究はほとんどない。本研究はそのための予備

的検討である。

　葉石（1996）4）は知的障害者の眼球運動の特徴

を、視運動性眼振を通して検討した。その結果、

知的障害者の眼球運動障害の特徴として、運動の

発現に係わる生物学的要因よりも行動を目的的に

方向づける行動調整の問題といった心理的要因が

主に係わっていることを明らかにした。この結果

は、知的障害者の眼球運動制御に対する援助は、

心理機能の発達の原則に基づいて組織する必要が

あるということを意味している。本研究ではこの

点に留意し、課題の遂行を方向づける行為を付帯

させることが、知的障害者の運動制御に与える効

果を検討した。求める課題の遂行を方向づける行

為を付帯させることは、課題の遂行に必要な条件

の一部を外的に展開するということである。これ

は、心理機能は、外的に展開された操作に支えら

れたものから次第にそれを必要としない内的操作

へと発達的に変化する（ルリヤ，19829）；ヴィゴ

ツキー，197018））という発達の原則に基づくもの

である。またHaishi　and　Kokubun（19953））は、

眼球運動の健常発達過程において空間的側面の発

達と時間的側面の発達との間に時間的なずれが存

在することを明らかにした。つまり、健常幼児に

おいては、運動の時間的側面の制御は空間的側面

1）長野大学産業社会学部

2）東京学芸大学特殊教育研究施設

3）東京学芸大学教育学部

一51一



266 長野大学紀要　第22巻第3号　2000

の制御よりも遅れて発達する傾向にあった。この

ことは運動制御の特徴を十分に把握する上で、運

動の空間的側面と時間的側面とをともに分析して

おく必要があることを示している。そこで本研究

では知的障害者の眼球運動制御の援助として、眼

球運動課題の遂行にあたって運動を方向づける行

為を付帯させることの効果を、眼球運動の空間的

側面および時間的側面から分析・検討した。

方　法

被験者

　被験者は、知的障害者施設に入所している生活

年齢19歳から45歳（平均生活年齢29．11歳）、知能

指数16から66（平均知能指数38．52）の知的障害

者19名である。被験者には知的障害の程度が重度

の者が含まれているが、全員がすべての課題内容

を理解し、遂行可能であった。また測定への参加

に合意を得られなかった者は被験者に含めていな

い。なお分析においては、被験者を知的障害の程

度により、軽中度群（11名）および重度群（8

名）に分けた。

課　題

　左右（総振幅30度）に0．5且zの周波数で矩形

波様に運動する白色視標（直径視角約1度）を追

視する課題を行った。この視標の動きは、具体的

には白色の円が左右に交互点滅するというもので

ある。視標はNEC三栄製視標追跡装置3G31に
より提示した。

　まず視標の動きを口頭で説明し、実際の動きを

観察させた後に視標の動きに遅れずに追視するよ

う教示し、その教示に基づいて課題を遂行させる

基準条件による測定を行なった。基準条件に続

き、眼球運動に言語過程を付帯させる言語付帯条

件、及び運動過程を付帯させる運動付帯条件によ

る測定を行なった。言語付帯条件では、視標の動

きを「左、右、…」と言語化させながら追視さ

せ、運動付帯条件では、視標の動きに自分の手の

運動（指差し）を伴わせた。

測定および分析

　眼電位図法（直流増幅：NEC三栄製ポリグラ

フ360システム）により、課題遂行中の水平眼球

運動を測定した。電極の装着位置は、左右外眼

角、及び前額部中央とした。眼球運動および視標

運動データをデータレコーダ（TEAC製RD－
135T）により磁気記録した。磁気記録した両デー

タを100Hzのサンプリングでノートパソコンの

ハードディスクにデータ転送（TEAC製Quick

VuH）し、波形解析ソフト（アストロデザイン製

DADiSP）により分析を行った。

　分析対象とした眼球運動は、原則的に運動開始

後4番目の視標運動に対応する眼球運動から14番

目の視標運動に対応する眼球運動とした。分析項

目は、①視角30度の移動に要した運動数であるス

テップ数、および②視標運動と眼球運動の時間ず

れである反応潜時とした。視標運動よりも眼球運

動が遅れていた場合の反応潜時は正の値で、視標

運動よりも眼球運動が先行していた場合の反応潜

時は負の値で示した。

結　果

　Table　1、2は遂行条件とステップ数との関連

をまとめたものである。両群に共通しているの

は、基準試行よりも言語付帯条件、運動付帯条件

において1ステップで目標に到達することが多く

なっている点であった。ただしこの傾向は言語付

帯条件よりも運動付帯条件において、また軽度群

よりも重度群においてより顕著であった。x2検

定の結果、運動数の偏りは両群において有意で

あった（軽中度群：X2＝845．58，　p＜．001；重

度群：X2＝1548．39，　p＜．001）。

Table　1　軽中度群のステップ数

ステップ数 基準条件 言語付帯条件 運動付帯条件 計

1

2

3

64

52

3

66

48

4

76

42

3

206

142

10

計 119 118 121 358

一52一



葉石・奥住・国分・大塚・鈴木　　知的障害者の眼球運動制御の外的援助に関する予備的検討 267

Table　2　重度群のステップ数

ステップ数 基準条件 言語付帯条件 運動付帯条件 計

1

2

3

33

53

2

40

38

0

58

30

0

131

121

　2

計 88 78 88 254

Table　3　軽中度群および重度群の反応潜時の平均値と標準偏差

基準条件 言語付帯条件 運動付帯条件

軽中度群

重度群

27．25±141．33

117．61：±：　76．73

一53．58±225．73

161．57±109．54

一31．98±230．44

140．00±　63．70

　Table　3は反応潜時をまとめたものである。ど

の条件においても軽中度群の反応潜時は重度群の

反応潜時よりも短かった。軽中度群では基準試行

よりも言語付帯条件および運動付帯条件において

反応潜時は短縮したが、重度群では逆の結果で

あった。ただし2要因分散分析の結果、群の主効

果は有意であった（Fl．17＝7．23，　p＜．025）が、

条件の主効果（F2．34＝．13）および交互作用（F2．su

＝1．12）は有意ではなかった。

考　察

　運動には空間的側面と時間的側面とがある。本

研究で取り上げた眼球運動についていえば、運動

の振幅に関する指標であるステップ数は空間的側

面を、運動のタイミングに関する指標である反応

潜時は時間的側面を反映するものである。眼球運

動の対象となる視標の属性一ここでは特に視標の

動き一を言語および運動によって付帯させた条件

の効果は、運動の空間的側面と時間的側面とでは

異なっていた。

　ステップ数について2条件による課題遂行の結

果をみると、軽中度群・重度群ともに1ステップ

での運動数が増加しており、この結果は運動振幅

の推尺をより正確に行なえるようになったことを

示すものといえる。反応潜時についてみると、統

計的に有意ではなかったものの、軽中度群では基

準条件よりも言語付帯条件・運動付帯条件におい

て反応潜時が短縮する傾向が認められた。言語付

帯条件・運動付帯条件での反応潜時は眼球運動が

視標運動よりも先行していることを示しており、

予測的な運動制御がより積極的に行われている。

重度群では逆に、やはり統計的に有意ではなかっ

たものの、基準条件よりも言語付帯条件・運動付

帯条件での反応潜時は延長する傾向にあり、運動

制御に混乱が生じているとみられた。つまり運動

過程に言語および運動を付帯させる条件の効果

は、眼球運動の空間的側面についてみた場合どち

らの被験者群にとっても効果的であったが、時間

的側面についてみた場合、軽中度群に対しては効

果的であったものの重度群にとっては逆効果で

あった。

　眼球運動課題に付帯させた発声および指差し

は、ともに視標の動きに一致させて行なう運動の

タイミングおよび位置に関する情報を外的に浮き

立たせるものである。つまり発声や指差しを課題

遂行に付帯させることは、被験者がなすべき運動

の時間的条件と空間的条件を外的に展開すること

を求めるものである。なすべき運動の諸条件を外

的に展開することの意味は、子どもの心理発達の

過程を考えることで理解される。子どもの心理機

能は、外的に展開された操作に支えられたものか

ら次第にそれを必要としない内的操作へと変化し

ていくことが示されている（ルリヤ，19829）；

ヴaゴツキー，197018））。このことは、心理機能の

発達のある段階では、目的とする行為に係わる内

容を外的に展開することが、その行為の遂行を容

易にすると換言できる。またこの心理機能の発達

の原則は、発達に遅れをもつ知的障害者にとって

課題遂行に必要な諸条件を外的に展開することが

行為を方向づけ、まとまったものとする重要な手
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がかりを与え、課題の遂行を容易にするというこ

とを含意していると考えられる。上述の軽中度群

における眼球運動の空間的・時間的側面での効

果、重度群における空間的側面での効果は、こう

いった心理機能の発達の原則に基づいた課題への

取り組ませ方の工夫によるものといえよう。しか

し重度群に対してはこれらの付帯条件は時間的側

面においては逆効果であった。Haishi　and
Kokubun（1995）3）によると、眼球運動の時間的側

面の制御は空間的側面の制御よりも遅れて発達す

る。発達の遅れが著しい重度群において、外的に

展開した操作を伴わせても運動の時間的側面の制

御においてはその効果がみられないという結果

は、運動の時間的側面の制御が空間的側面の制御

よりも難度の高い内容であったためという程度で

あれば理解できる。外的に展開した行為が逆効果

であったことに関する要因の特定は本実験の結果

のみからは無理であるが、今後の課題を整理する

ために考えうる要因をまとめておきたい。

　第一に、知的障害者のリズム同期の困難さの要

因を検討する必要がある。本研究の眼球運動課題

の内容は、一定の周期で交互移動する視標を追視

するというものである。聴覚的に刺激が提示され

るものではないものの、視標は一定のリズムを有

する運動となっており、本研究の課題は視覚的に

提示されるリズムに対する同期課題ともみてとれ

る。Kumai（1999）8）は聴覚的・視覚的に提示され

る一定の時間間隔のリズム刺激に対する同期課題

を軽度から重度の知的障害者に対して行なった結

果、知的障害の程度が重い者ほどリズムに対する

同期が困難であることを示している。この知見

は、重度の知的障害者ほど運動の時間的側面の制

御が困難であるという本研究の結果と一致するも

のであるが、このことを踏まえて次の2点を今後

調査していく必要がある。つまり、リズム同期課

題には拍間の時間経過を把握することと、それに

基づいた適切な運動発現が必要であるが、知的障

害者は拍間の時間経過を適切に把握できないの

か、あるいは拍間の時間経過は把握できるが、そ

れを運動反応に結び付けることができないのかと

いう点である。これらの問題は、直接的にではな

いが、従来、反応時間課題を通して検討されては

いる。反応時間課題において、反応信号に先行し

て準備信号を提示することが反応に対する構えを

形成し、健常者においては反応時間を短縮させ

る効果をもつことが知られている（Teichner，

195417））。特に準備信号と反応信号の時間間隔が

一定であれば反応に対する構えは一層強くなる

が、知的障害者においてはこの効果が認められず

　（Hawkins，　Baumeister　and　Holland　，19655）；

Newell，　Wade　and　Kelly，197913））、Newell，

Wade　and　Kelly，197913）らは知的障害者の時間予

測の問題を関連する要因として指摘している。ま

た小池・松野（1982）7）はこの反応時間課題の準備

信号の意味を「かけっこの用意・ドン」の「用

意」であることを具体的に説明しても反応時間の

短縮が認められない老の存在を指摘し、課題の遂

行は可能であるにもかかわらず与えられた信号の

意味を運動反応と結びつけることができない者の

存在を明らかにしている。しかしHawkins，
Baumeister　and　Holland（1965）5）、　Newell，　Wade

and　Kelly（1979）13）らの研究は、小池・松野（19

82）8）が指摘する、準備信号がもたらす意味の理解

が十分であるかどうかの検討をしておらず、また

小池・松野（1982）8）は与えられた信号の意味を

運動反応と結びつけられない者が知的障害者のど

ういった層の者であるかを明らかにしていない。

重度知的障害者に対する運動の時間的側面の援助

は、まずこういった点を明らかにすることに基づ

いて検討しなければならないであろう。

　第二に、特に重度知的障害者にとって複数の行

為を同時に遂行することに困難がなかったかを検

討する必要がある。言語付帯条件・運動付帯条件

では、付帯行為（発声および指差し）を被験者自

身に行なわせた。これらの付帯条件が、主たる課

題である眼球運動と意味的結合をもたず、独立し

た複数の課題を同時に遂行するマルチタスクに

なっていたとすれば、援助としての効果は期待で

きない。もちろん重度知的障害者においても、こ

れらの付帯行為は運動の空間的側面に対して効果

的であったため、全くのマルチタスクになってい

なかったことは確かである。しかし言語および運

動付帯条件における重度知的障害者の反応潜時の

延長は、複数の情報処理が引き起こした混乱であ

る可能性は否定できない。この点については、付

帯行為を被験者自身ではなく他者が行なうという
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方法で検討してみる必要がある。先述したよう

に、ヴィゴツキー（1970）18）あるいはルリヤ

（1982）9）によれば、子どもの心理機能は外的に展

開された操作に支えられたものから次第にそれを

必要としない内的操作へと発達的に変化するが、

こういった発達経過をさらに湖れば、心理発達の

出発点では、心理機能は他者と自分との間に分か

たれた共同活動によって成立する精神間機能とい

う形態をとる。つまり心理機能は他者（特に大

人）からの外的に展開された援助に支えられて成

立する状態（精神間機能）から、自らが外的に展

開する操作によって成立する状態、さらに自らの

内に圧縮されたものとして機能する状態（精神内

機能）へと変化する。こういった心理発達の原則

から、眼球運動課題の遂行に対する援助を他者が

与える、共同活動の形態での運動の様相を分析・

検討する必要がある。

結　論

　知的障害者における眼球運動制御の困難に対す

る援助方法の検討を目的とし、軽度から重度の知

的障害者19名（軽中度群11名、重度群8名）を対

象として左右に交互点滅する視標を追視する課題

を実施した。視標の運動に遅れずに追視するよう

教示し、その教示にのみ基づいて課題を遂行する

基準条件、視標の運動様相を表す言語を付帯して

課題を遂行する言語付帯条件、視標の運動に合わ

せた手の運動を付帯して課題を遂行する運動付帯

条件での測定を行なった。課題の遂行状況を眼球

運動の空間的側面であるステップ数（視標の位置

に到達するまでに要した眼球運動数）、時間的側

面である反応潜時（視標の運動と眼球運動との時

間ずれ）とから検討した結果、以下の点が明らか

となった。

　1）　2条件による課題遂行の結果、軽中度群・

　　重度群ともに1ステヅプでの運動数が増加し

　　た。つまり運動過程に言語および運動を付帯

　　させる条件の効果は、運動の空間的側面につ

　　いてみた場合、軽中度・重度両群に対してと

　　もに効果的であった。

　2）反応潜時についてみると、軽中度群では基

　　準条件よりも言語付帯条件・運動付帯条件に

　　おいて反応潜時が短縮する傾向が認められ

た。重度群では逆に、基準条件よりも言語付

帯条件・運動付帯条件での反応潜時は延長す

る傾向にあり、運動制御に混乱が生じている

とみられた。つまり運動過程に言語および運

動を付帯させる条件の効果は、運動の時間的

側面についてみた場合、軽中度群に対しては

効果的であったものの重度群にとっては逆効

果であった。
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